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かくの各々の能力や個性は、この工業社会の原理によって、ほとんどが標準化・画一化さ

れた教育や社会システムなどの決まった枠の中にあてはめられてしまいます。そういう考

え方の中で、社会的少数者といわれる方々はこれまで生きづらさを感じていらっしゃった

のではないでしょうか？

しかし、実はこうした方々は非常にクリエイティブな方が多い。芸術センスに長けた方、

職人としての能力に長けた方、発明やイノベーションを起こす方々も多いと言われます。

昨今、特別支援を要する児童の数は増えていますが、こうした児童の将来の可能性を摘む

ことなく包摂していくことが大変重要です。一人ひとりの個性や能力がもっと各々の仕事

などで生かされる社会になれば、誰も、取り残されることはないのではないでしょうか。

このような個性が認められる社会は、画一的なルールに自分を当てはめることができた人

だけが活躍できる、かつての社会とは異なります。働き方の多様化が認められるため、一

人ひとりの個性やクリエイティビティを十分に発揮される社会です。その結果として、画

一的なルールに自分を当てはめることができない人が取り残されてしまう社会を脱し、す

べての人が活躍できる社会が実現するのです。そんな社会は、誰一人取り残されない包摂

的な社会と言えるのではないでしょうか。

だからこそまずは、一人ひとりの個性を育む根底である学校教育を変える必要があります。

画一的な教育を脱し、個性をクリエイティブに変換するための教育を実現する必要がある

のです。

要旨

誰もが取り残されない包摂社会というのは、効率性を追求することで画一型、管理型にし

た社会が変わるべき先の未来です。みんな一人ずつが持っている個性や能力を、それぞれ

の個性や能力に応じてこの社会に還元していく、そんな未来です。


